
ESDは持続可能な社会づくりの担い手を育む教育・人づくりです。

ESD活動支援センターは、文部科学省と環境省により開設され、特定非
営利活動法人持続可能な開発のための教育推進会議（ESD-J）が公益財
団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU）と共同で運営しています。
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日本政府とNGOの共同提案から生まれた「国
連ESDの10年」（2005-2014）は世界中で展開され、日
本国内でも、政府、学校、高等教育機関、NGO/NPO、企業
等様々な主体がESDに取り組みました。
国連は、2015年からのESD推進の枠組みとして「ESDに
関するグローバル・アクション・プログラム（GAP）」を
採択。日本政府も、「我が国におけるESDに関するGAP
実施計画（ESD国内実施計画）」を策定し、ESDの一層の
推進に取り組むための施策のなかに、ESD推進ネット
ワークの形成とESD活動支援センター（全国・地方）の
整備と効果的な運用を明記しました。

2015年に国連で採択された世界共通の目標である「持
続可能な開発目標（SDGs）」達成のためにも、意識・行動
の変革をもたらす学びであるESDは、重要な役割を果
たします。

SDGsカラーホイール

各地方センターについてはhttps://esdcenter.jp/regionalをご参照ください。→
←地域ESD拠点についてはhttps://esdcenter.jp/kyotenをご参照ください。

ESDはSDGs達成に向けた人づくりです


